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[事例報告 3] 

JA邑楽館林の水田農業の取組み報告 
石崎 明久（JA邑楽館林 農畜産部長） 

JA 邑楽館林では農産物販売高の 7.8 割は野菜で

あり、米麦は主力ではない。とはいえ、転作奨励で

個別所得補償を推進し、加工米と裏作の麦に力を入

れることで一定の所得確保を実現しており、生産者

にとっては大事な収入源となっている。その取組を

ご紹介したい。 

1. 加工米を中心とした水田農業戦略 

水田のフル活用による生産性向上 

生産者から出荷される米は全量買い上げ。そのほ

とんどを、全農を含む 20業者と直接交渉を実施し

ながら、独自ルートで販売している。 

コシヒカリの割合は低く、出荷数量の約 8 割があ

さひの夢という加工米である。 

加工米の生産拡大は合併以前、H18年からの品目

横断政策のなかで取り組んできたが、日本酒の酒造

業者と提携しながら生産を伸ばしてきている。同時

に行政 とも連携し、加工米については 1 俵 500 円

の補助金をいただいて生産調整の推進を図っている。

麦はビール会社との提携で大麦を生産している。 

担い手を中心とした組織化・法人化支援 

品目横断政策のなかで加工米を戦略の一つと定め

ると同時に、集落営農や農業生産法人の設立を推進

している。現在では管内に 25 組織が立ちあがって

いる。 

行政と JAで「人・農地プラン」を推進 

管内の農家戸数 7,000 戸、水田面積 7,200ha。認

定農業者は 400 名ほどいるが高齢化が進んでおり、

将来の担い手として「4ha以上、65 歳以 下」の条

件で抽出すると対象者は 185 名しかいない。この

185名と 25の集落営農・法人組織を合わせた農地

面積のカバー率は現在 33％。それを 50％く らいま

でにひきあげるのをひとつの目標として人・農地プ

ランに取り組みたいと考えている。また、その担い

手層が 5.10 年後にどれだけ残るか、JAはどん な

支援を事業化するべきかを把握するために意向調査

を実施し、現在取りまとめ中である。 

計画的な農地集積の支援 

上記アンケートがまとまり次第、各地域で座談会

を実施する予定だ。担い手の位置づけを明確にし、

地元の人々に協力をあおぐとともに、農地利用権の

交渉に取り組む。さらに行政に対して、畦畔除去作

業に対する金銭的な支援策を依頼している。 

地域の中心農家による農業生産法人設立 

担い手の規模拡大を支援するために、農機具の補

助制度の整備を独自に設定したいと考えている。一

方で作業受託の体制強化の必要性も感じており、担

い手による農作業コントラクター事業の再編も検討

中だ。 

また、実際に農地の流動化に取り組むなかでいく

つかの問題が出てきているが、そのひとつが、畑地

化した水田の受け手がいないこと。法人に集積して

麦をつくれば補助金の対象になるが、非常に栽培条

件が悪い場所が多い。これに対してどのような対策

を組むかが課題である。 

2. 営農事業の再編 

営農事業拠点の整備 

支所や営農センターの再編を含め、JAの仕組み

そのものを点検し見直す必要があると考えており、

まずはこれまでのような支所ごとの作業がやりにく

くなっ ている農業倉庫の再編を検討している。と

いうのは、15,600t の米を出庫するには 1 日あたり
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10t 車 7 台必要である。それに担当者が立ち会うと、

丸 1 日がかりの作業になってしまう。これを集約

して人件費を削減しないと将来的に厳しい。 

農業施設・設備の拡充 

すでにキャパがいっぱいになっている水稲育苗施

設の増強と、新規就農者対策、畑地の有効活用のた

めに将来的に露地野菜を拡大することを視野に入れ、

野菜のパッケージセンターの導入を検討している。 

 

JA出資農業生産法人について 

昨年、プロジェクトを立ち上げたが、担い手対策

をせずに JA が生産ありきの法人をつくることにど

うしても納得できなかったため、まずは担い手の育

成対策から取組む方針とした。 

ただし将来的な必要性は高いと捉えており、単な

る農地の受け皿としてではなく、作業委託をベース

にしたものとして検討したい。生産者から JA に対

する期待も大きく、それに対するひとつの気概を示

す意味でも、こういった取組は必要だと考えている。 

 

 

JA 取扱いの米の品種割合（H23年度） 

 

 群馬県 JA 邑楽館林出荷実績（23 年度） 
主力品種 生産面積

 
推定収量

 
構成比

 
出荷数量

 
県内占有率

 
構成比

 コシヒカリ 3,890 18,672 23％ 387 2％ 3％ 
あさひの夢（加工米

 
5,870 28,176 34％ 12,880 46％ 84％ 

ゆめまつり（新品

 
   747  5％ 

ゴロピカリ 3,400 16,320 20％ 17 0％ 0％ 
ひとめぼれ 2,070 9,936 12％ 33 0％ 0％ 
その他 2,030 9,744 12％ 1,350 14％ 9％ 
計 17,260 82,848 100％ 15,414 19％ 100％ 
邑楽館林作付面積 5,212 25,018  61.6％  
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